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２０２５年度 学校評価について 

 

平素より、本校の教育活動にご理解とご協力を賜りまして、誠にありがとうございます。 

さて、この度は、今年度の学校評価に関するアンケートの結果をご報告いたします。保護者の皆様の

ご協力により、多くの貴重なご意見をいただくことができました。これにより、本校の教育活動の現状

や課題について考える機会になりましたので、考察内容としてまとめ、お知らせいたします。 

 

【児童アンケートの結果】 

全体的に見られた傾向 

今年度の児童アンケートでは、子どもたちが学校生活に安心して取り組んでいる様子がうかがえまし

た。「楽しく過ごす日がある」という項目では「A 67.6％」「B 28.1％」と高い回答が示され、昨年度に

続いて学校生活への満足感が安定しています。授業への向き合い方についても、「授業をがんばっている日

がある」（A 65.8％）、「授業内容がわかったと思う」（A 59.5％）など、学習への意欲や理解の深まりが

うかがえる結果となりました。ICT機器の活用や友だちとの話し合い活動を通して、学びを広げたり深め

たりする経験が増えていることもこの結果を後押ししているのではないかと思います。 

見えてきた課題 

生活習慣に関する項目では、「早寝・早起き・朝ごはん」が「A 52.5％」「B 33.1％」と一定の割合を

示す一方、改善の余地も見られます。就寝時間の遅れや朝のリズムの乱れが学習への集中に影響する可能

性があり、学校と家庭が連携して取り組む必要もあるのではないかと思います。また、身だしなみや言葉

遣いについても、全体として良い傾向が見られるものの、個別の支援が必要なケースもあります。 

まとめ 

児童アンケートからは、学校生活全般に前向きに取り組む姿が多く見られ、学習面・生活面の双方で成

長が感じられます。今後は、生活習慣の安定や主体的な学びのさらなる促進に向けて、学校と家庭が協力

しながら継続的に支援していくことが大切です。 

 

【保護者アンケートの結果】 

全体的に見られた傾向 

保護者アンケートでは、学校生活の充実や教育環境の整備について、多くの方から高い評価が寄せられ

ました。「学校生活を楽しんでいる」（A 67.1％）、「施設・設備の整備」（A 64.1％）など、学校の環境づ

くりが子どもたちの安心感につながっていることがうかがえます。また、宗教教育・道徳教育に関する項

目でも「A 48.9％」「B 45.6％」と高い割合が示され、本校が大切にしているカトリック精神が子どもた

ちの成長に反映されていることも感じられます。 

見えてきた課題 

「保護者の願いに応えられているか」（項目④）では、多くの方から前向きな回答が寄せられた一方で、



さまざまなご家庭の状況や期待に応えるための丁寧な対応が引き続き求められています。また、「わかりや

すい授業」（項目⑧）や「テクノロジー活用・データ活用能力」（項目⑫）では、授業の取り組みや学びの

成果を可視化できるように努めたいと思います。児童アンケートでは授業理解の実感が高まっている一方、

保護者の皆様には学びの成果が見えにくい部分があることがうかがえます。現代の学びは、思考の深まり

や対話の質など数値化しにくい側面が多く、学びのプロセスをどのように伝えていくかを考えていきたい

と思います。 

まとめ 

保護者アンケートからは、学校生活全般への安心感が継続していることが確認できました。一方で、学

びの様子や子どもたちの成長をより伝わる形で共有する必要性も示されています。学校と家庭が同じ方向

を向きながら、子どもたちの成長を支えるための情報発信をさらに工夫していきます。 

 

【本校の取り組みと今後の方向性】 

本校では、変化の大きい未来を生きる力を育てる取り組みとして「プレゼンテーション」を位置づけ、

「興味・関心をもつ → 体験や ICT活用で学びを深める → 得られたことをまとめて伝える」という学び

のプロセスを大切にしています。 

この取り組みは、 

• 子ども自身が学びを言語化し、理解を確かめる。 

• 他者に伝えることために思考を整理する。 

• オーディエンスとして他者の学びを受け取り、多様な視点に触れ、自身の学びもさらに広げる。 

という効果をもち、学びの可視化につながるものとなりえると思っています。 

児童と保護者のアンケート結果の間に見られた“学びの見え方の違い”を埋めるためにも、プレゼンテ

ーションを通じた学びの発信をさらに充実させていくことが重要と考えています。本校において３学期に

行いましたＳＥＩＢＯわくわくＤＡＹでは、たくさんの保護者を前に子どもたちが自信を持って発表する

姿がありました。当日のアンケートにも、子どもたちの成長に心を打たれたという感想を多数いただきま

した。このような機会も大切にしつつ、本校で学ぶ価値を見出すことに力を注ぎます。 

今後ともご理解・ご協力をいただきますようどうぞよろしくお願いいたします。 


